
　
新
時
代
を
迎
え
て
初
の
香
川
県

理
容
組
合
通
常
総
代
会
が
、令
和

元
年
五
月
二
十
日
㈪
に
サ
ン
メ
ッ

セ
香
川
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　
定
刻
の
午
後
二
時
に
北
地
一
行

副
理
事
長
の
開
会
の
辞
の
後
、野

村
勝
専
務
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

議
事
が
進
行
し
た
。

　
昨
年
度
の
物
故
者
に
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、佐
藤
功
理
事
長
が

「
よ
り
良
い
組
合
運
営
の
た
め
に
も

平
成
三
十
年
度
事
業
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、ま
た
令
和
元
年
度
の
事
業

を
皆
様
と
ご
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
参
り
た
い
」と
挨
拶
。続
い
て
理

事
長
表
彰
と
衛
生
推
進
委
員
委
嘱

状
伝
達
が
行
わ
れ
、ご
来
賓
の
挨

拶
の
後
、総
代
会
審
議
に
移
っ
た
。

　
ま
ず
佐
藤
理
事
長
よ
り
野
崎
耕

次
議
長
、菅
原
清
副
議
長
が
選
任

さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
り
、
平
成

三
十
年
度
事
業
報
告
、決
算
報
告

が
あ
り
、異
議
無
く
可
決
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
案
、予
算
案
が
審
議
さ
れ
た
。

佐
藤
理
事
長
か
ら
は
、組
合
加
盟

店
の
活
性
化
を
重
点
に
置
き
、組

合
加
入
促
進
と
共
済
加
入
推
進
に

特
に
注
力
し
、ま
た
衛
生
水
準
の

　
香
川
県
理
容
組
合
独
自
の
衛
生

推
進
委
員
制
度
が
平
成
三
十
一
年

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ

は
、衛
生
思
想
の
意
識
向
上
、公
衆

衛
生
の
維
持
向
上
と
相
互
扶
助
に

よ
る
各
組
合
員
店
の
繁
栄
と
他
と

の
差
別
化
の
た
め
に
、推
進
委
員
は

器
具
の
衛
生
消
毒
、お
客
様
の
身

に
な
っ
た
衛
生
面
の
徹
底
を
組
合

員
に
対
し
、お
世
話
す
る
制
度
。今

回
の
総
代
会
で
県
組
合
の
全
理
事

及
び
支
部
長
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ

れ
た
。

　
今
後
の
業
界
の
生
き
残
り
の
た

め
に
も
こ
の
衛
生
推
進
委
員
制
度

の
活
用
が
望
ま
れ
る
。

（
県
広
報
　
小
松
芳
浩
）

向
上
な
ど
お
客
様
へ
の
安
心
安
全

事
業
、女
性
客
の
取
り
込
み
の
た
め

の「
さ
ぬ
き
エ
ス
テ
」な
ど
の
事
業

の
推
進
な
ど
活
力
あ
る
店
舗
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
事
な
ど
が
話
さ

れ
た
。各
部
の
事
業
計
画
、予
算
案

説
明
が
あ
り
、こ
ち
ら
も
異
議
無
く

可
決
さ
れ
た
。

　
役
員
選
任
に
つ
い
て
は
、監
事
任

期
満
了
の
た
め
、新
し
く
高
松
支

部
の
横
井
道
和
氏
、三
中
支
部
の

森
健
二
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　
他
の
議
案
も
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
さ
れ
、山
地
重
行
副
理
事
長

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
午
後
三
時

三
十
分
に
会
議
が
終
了
し
た
。

（
県
広
報
　
小
松
芳
浩
）

◆
総
会
議
案

総
代
数
　
五
十
七
名

出
席
四
十
八
名
　
委
任
状
　
九
名

◆
総
代
会
議
案

☆
議
案
第
一
号

　
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

☆
議
案
第
二
号

　
平
成
三
十
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

☆
議
案
第
三
号

　
令
和
元
年
度
度
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

☆
議
案
第
四
号

　
令
和
元
年
度
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

☆
議
案
第
五
号

　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認
の
件

☆
議
案
第
六
号

　
役
員
選
任
の
件（
監
事
）

☆
議
案
第
七
号

　
定
款
一
部
変
更
の
件

《
優
良
従
業
員
理
事
長
表
彰
》

山
内
祐
二
氏（
多
度
津
）

令
和
元
年
度

県
組
合
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

香川県理容生活
衛生同業組合

　　発行人　佐藤　　功

　　顧　問　北地　一行

　　部　長　小松　芳浩

　　編集長　山崎　鎮永

　　題　字　空海書簡抜粋

　　印　刷　（株）モトヤマ

佐藤理事長の冒頭の挨拶

野崎議長（左）と菅原副議長

衛
生
推
進
委
員
制
度
が
発
足
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◇
経
過
日
誌

総

代

会

◦
令
和
元
年
度
通
常
総
代
会

　
　
五
月
二
十
日
㈪
午
後
二
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

三

役

会

◦
第
一
回
三
役
会

　
　
四
月
十
五
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
監
査
会

　
　
四
月
十
五
日
㈪
午
前
十
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
第
二
回
三
役
会

　
　
五
月
二
十
七
日
㈪
午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

◦
第
一
回
三
役
部
長
会

　
　
四
月
十
五
日
㈪
午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

理

事

会

◦
第
一
回
理
事
会

　
　
四
月
二
十
二
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

部

長

会

◦
共
済
事
業
推
進
打
合
会

　
　
六
月
十
七
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②

協

議

会

◦
西
讃
協
議
会
総
会

　
　
五
月
二
十
七
日
㈪
午
後
五
時

魚
繁

◦
中
讃
協
議
会
総
会

　
　
六
月
三
日
㈪
午
前
十
一
時綾

瀬

◦
東
讃
協
議
会
総
会

　
　
六
月
十
日
㈪
午
前
十
一
時

ト
レ
ス
タ
白
山

◦
中
讃
協
議
会
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
　
六
月
二
十
四
日
㈪
正
午

咲
花

講

習

会

◦
仏
生
山
、平
井
支
部
合
同
講
習
会

　
　
六
月
二
十
七
日
㈭
午
後
八
時
三
十
分

カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
オ
モ
ル
ト
ン

◦
西
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー
、

　
衛
生
講
習
会

　
　
六
月
二
十
四
日
㈪
午
前
九
時

イ
ン
パ
ル
み
の

競
技
大
会

◦
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
　
五
月
六
日
㈪
午
前
十
時

高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー・ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ

講

師

会

◦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
第
一
回
強
化
練
習
会

　
　
四
月
十
九
日
㈮
午
後
八
時
三
十
分

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
二
階

◦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
第
二
回
強
化
練
習
会

　
　
六
月
二
十
四
日
㈪
午
後
二
時

Ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｕ

◦
県
大
会
審
査
員
会
議

　
　
四
月
二
十
五
日
㈭
午
後
八
時
三
十
分

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
二
階

そ

の

他

◦
片
原
町
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

　
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
五
月
六
日
㈪
午
前
十
時

片
原
町
東
部
商
店
街

◦
第
六
十
三
回
自
由
民
主
党
県
連
大
会

　
　
五
月
二
十
六
日
㈰
午
後
一
時

髙
松
国
際
ホ
テ
ル「
瀬
戸
の
間
」

◇
支
部
総
会

四
月
一
日
㈪

◦
香
北
支
部

広
島
県
宮
島

四
月
八
日
㈪

◦
高
松
支
部
　
　
午
前
十
時

パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

◇
予
定
行
事

部

長

会

◦
青
年
部
活
動
推
進
会
議

　
　
七
月
八
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

協

議

会

◦
中
讃
協
議
会

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
七
月
一
日
㈪
午
前
九
時

善
通
寺
市
民
体
育
館

競
技
大
会

◦
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　
七
月
二
十
九
日
㈪

徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

◦
全
国
理
容
競
技
大
会

　
　
十
月
二
十
一
日
㈪

静
岡
県

そ

の

他

◦
四
国
大
会
審
査
委
員
会
議

　
　
七
月
九
日
㈫
午
後
九
時

ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ
　
Ｋ
ａ
ｗ
ａ
ｓ
ｕ
ｊ
ｉ

◦
生
活
衛
生
営
業
特
別
相
談
員
研
修
会

新
役
員
の
ご
紹
介

横井　道和 氏

◆監事就任

森　健二 氏

◆監事就任

経
過
及
び
行
事
予
定
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す
。「
ま
だ
見
た
こ
と
な
い
」っ
て
人

が
い
た
ら
ぜ
ひ
一
度
は
見
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
県
広
報
　
山
崎
鎮
永
）

サ
ー
ジ
、フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
施
術
し
た
の
で
す
が
、約
百

名
近
く
の
方
々
に
施
術
さ
せ
て
頂

け
た
よ
う
で
、理
容
師
に
よ
る
マ
ッ

サ
ー
ジ
技
術
の
高
さ
と
気
持
ち
よ

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
て
も
良

い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。今
後
は
さ
ら
な
る
展
開

を
期
待
し
た
い
で
す
。

　
青
年
部
で
は
マ
ネ
キ
ン
や
風
船

を
使
用
し
て
お
顔
剃
り
体
験
、パ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
等
楽
し
い
企
画
で
特
に

子
供
た
ち
に
人
気
を
博
し
て
い
ま

し
た
。

　
最
後
は
こ
ち
ら
も
恒
例
に
な
っ

た
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。
自
転
車
な

ど
豪
華
賞
品
目
指
し
て
老
若
男
女

が
じ
ゃ
ん
け
ん
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、楽
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
来
年
も「
第
九
回
元
気
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」開
催
を
予
定
し
て
い
ま

　
令
和
元
年
五
月
六
日
㈪
香
川

県
理
容
競
技
大
会
と
同
時
開
催

で「
コ
ト
デ
ン
片
原
町
駅
」す
ぐ
南

の
片
原
町
東
部
商
店
街
に
特
設
ス

テ
ー
ジ
を
設
け
て
今
年
も
に
ぎ
や

か
に「
片
原
町
Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
元

気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
八
回
と
回
を
重
ね
た
今
年
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
競
技
大
会
の

開
会
式
に
引
き
続
き
、「
高
松
市
役

所
吹
奏
楽
団
」の
迫
力
あ
る
壮
大

な
演
奏
で
幕
を
開
け
、ス
テ
ー
ジ
で

は
も
う
恒
例
に
な
り
ま
し
た
高
松

千
春
、組
合
員
で
あ
る
前
田
信
也

氏
に
よ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
、高
松
西
高
等
学
校
に
よ
る「
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」な
ど
賑
や
か

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　
女
性
部
で
は
商
店
街
を
行
き

か
う
方
々
に
無
料
で
ハ
ン
ド
マ
ッ

　
　
七
月
二
十
二
日
㈪
午
前
九
時
五
十
分

◦
理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
　
八
月
一
日
㈭香

川
県
美
容
会
館

◦
理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
　
九
月
一
日
㈰愛

媛
大
学
工
学
部

◦
中
四
国
協
議
会
青
年
部
交
流
会

　
　
九
月
二
日
㈪サン

ポ
ー
ト
ホ
ー
ル

◦
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

　
　
九
月
九
日
㈪

◦
四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
十
二
月
二
日
㈪

高
知
県
南
国
市
グ
レ
ー
ス
浜
す
し

　
四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、十
二

月
二
日
㈪
に
高
知
県
南
国
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
理
容
師
が

大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
腰

痛・ひ
ざ
痛
な
ど
の
体
に
つ
い
て
の

講
演
、素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
是
非
、た
く
さ
ん
の
女
性
理
容

師
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 （

女
性
部
長   

横
山
ゆ
か
）

四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
案
内

片
原
町
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

高松市役所吹奏楽団で幕開け

どっちが高松千春？ 大活躍の女性部のみなさん

髙松西高書道部

人気の理容体験コーナー
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令
和
元
年
最
初
の
行
事
と
し
て「
香
川

県
理
容
競
技
大
会
」が
五
月
六
日
㈪
片
原

町「
ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ
」で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
も
片
原
町
東
部
商
店
街
と
の
コ

ラ
ボ
で
開
催
し
て
い
る「
元
気
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
午
前
十

時
よ
り
開
会
式
が
始
ま
り
、佐
藤
功
理
事

長
が
挨
拶
の
中
で
、「
一
昨
年
は
私
が
マ

ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
世
界
大
会
五
位
入

賞
。
昨
年
は
北
地
副
理
事
長
が
三
位
入

賞
と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
き
た
。

今
年
九
月
に
フ
ラ
ン
ス・
パ
リ
で
開
催
さ

れ
る
世
界
大
会
に
出
場
す
る
福
江
選
手

に
は
ぜ
ひ
一
位
を
勝
ち
取
っ
て
欲
し
い
」

と
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
ご
来
賓
か
ら
は
三
宅
伸
吾
氏
、瀬
戸
隆

一
氏
、そ
し
て
片
原
町
東
部
商
店
街
理
事

長
の
藤
井
郁
朗
氏
か
ら
激
励
の
挨
拶
を

頂
い
た
。

　
最
後
に
丸
亀
支
部
岡
本
淳
也
選
手
の

と
て
も
力
強
く
素
晴
ら
し
い
選
手
宣
誓
が

行
わ
れ
、場
所
を
商
店
街
特
設
ス
テ
ー
ジ

か
ら「
ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ
」に
移
し
て
競
技

が
行
わ
れ
た
。

　
開
会
式
が
終
わ
っ
た
あ
と
、商
店
街
の

会
場
で
は
今
年
初
め
て
の
試
み
で
あ
る

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
」の
審
査
が
行

わ
れ
た
。

　
こ
れ
は
事
前
に
組
合
員
か
ら
応
募
さ
れ

た
三
十
八
作
品
の
写
真
を
貼
り
出
し
、十

代
か
ら
六
十
代
の
各
年
代
の
一
般
審
査

員
が
審
査
す
る
と
い
う
こ
と
で
、私
達
と

一
般
の
方
と
の
作
品
、ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を

見
る
感
覚
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
出
来
た

と
て
も
興
味
深
い
企
画
だ
っ
た
。

　
今
回
か
ら「
世
界
大
会
種
目
」（
四
種

目
）と「
ミ
デ
ィ
ア
ム
カ
ッ
ト
部
門
」が

新
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、第
六
部
門

「
ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ー
ス
」と
第
七
部
門「
ミ

デ
ィ
ア
ム
カ
ッ
ト
」部
門
以
外
は
各
一
名

の
参
加
と
寂
し
い
大
会
と
な
っ
た
が
、選

手
総
勢
十
五
名
は
真
剣
に
作
品
作
り
に

取
り
組
ん
だ
。ま
た
、応
援
、見
学
の
方
々

も
多
く
来
ら
れ
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い

た
。

　
閉
会
式
前
に
は「
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
部

門
」で
全
国
大
会
出
場
を
目
指
す
山
地
選

手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
が
あ
り
、昨
年
以

上
に
力
の
入
っ
た
素
晴
ら
し
い
内
容
に
皆

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
今
大
会
出
場
者
は
七
月
二
十
九
日
徳

島
県
で
開
催
さ
れ
る
四
国
大
会
に
出
場

す
る
。
な
お
、全
国
大
会
は
十
月
二
十
一

日
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
。

　
出
場
す
る
選
手
は
皆
様
上
位
入
賞
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

　
結
果
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）写
真
は

優
勝
、優
秀
賞
作
品

【
第
一
部
門
】

Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ（
バ
ー

バ
ー
ス
タ
イ
ル
）

優
秀
賞
　
　
岡
本
　
淳
也（
丸
亀
）

【
第
二
部
門
】

レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
ト
・
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル『
Ｔ

ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
』（
人
間
モ
デ
ル
）

優
秀
賞
　
　
岡
坂
　
和
美（
髙
松
）

【
第
二
部
門
】

レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
ト
・
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル『
Ｔ

ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
』（
マ
ネ
キ
ン
）

優
秀
賞
　
　
山
田
　
真
央（
善
通
寺
）

【
第
四
部
門
】

マ
ス
タ
ー 

ス
タ
イ
リ
ス
ト 

ア
ワ
ー
ド
　

優
秀
賞
　
　
山
﨑
　
鎮
永（
仏
生
山
）

【
第
五
部
門
】

ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ッ
ク
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ヘ

ア（
全
国
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
）

優
秀
賞
　
　
明
田
　
卓
哉（
さ
ぬ
き
）

【
第
六
部
門
】

ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ー
ス
カ
ッ
ト

優
　
勝
　
　
中
村
　
翔（
髙
松
）

準
優
勝
　
　
岩
瀬
　
大
城（
仏
生
山
）

【
第
七
部
門
】

ミ
デ
ィ
ア
ム
カ
ッ
ト

優
　
勝
　
　
神
尾
　
幸
和（
仏
生
山
）

準
優
勝
　
　
山
﨑
　
裕
太（
善
通
寺
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頭皮・美容・健康をカラダの内と外の両面から 

身体の内側から健康的なトータル美容を追求する傾向が高まってきております。 

真の頭皮・美容・健康はこれらの両面を兼ね備えることが必要だと考え、 

「エトワールプロ」はお客様に対する皆様の厚い熱意を応援して参ります。 

有限会社 楠本産業 ☎（089）952-3524 
〒791-8084  愛媛県松山市石風呂町 377番地 
 
 

エトワールプロ特設サイト 

お問合せ・製品案内・施術コース例 

http://etoile-pro.jp/ 

岡本選手の選手宣誓

フォトコンテスト審査風景

香
川
県
理
容
競
技
大
会
開
催

　
　興
味
を
引
く
新
種
目
！
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【
第
八
部
門
】

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
　

優
秀
賞
　
　
宮
本
　
朝
美（
善
通
寺
）

【
世
界
大
会
種
目
】

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
ス
タ
イ
ル

優
秀
賞
　
　
福
江
　
李
衣（
丸
亀
）

ロ
ー
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト

優
秀
賞
　
　
宮
武
　
厚
弘（
綾
南
）

ロ
ー
ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト

優
秀
賞
　
　
松
原
　
敏
晃（
髙
松
）

サ
ロ
ン
カ
ッ
ト
＆
ス
タ
イ
ル（
ヘ
ア
ピ
ー
ス
）

優
秀
賞
　
　
福
江
　
成
江（
丸
亀
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

グ
ラ
ン
プ
リ
　
浦
松
龍
次（
髙
松
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ
　
岩
瀬
大
城（
仏
生
山
）

三
　
位
　
　
山
本
　
恵
三（
髙
松
）

【
第
一
部
門
】Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｙ

ｌ
ｅ（
バ
ー
バ
ー
ス
タ
イ
ル
）

　
全
体
的
な
雰
囲
気
は
出
来
て
い
ま
し

た
。襟
周
り
の
処
理
を
も
う
少
し
繊
細
に

し
て
ほ
し
い
。

【
第
二
部
門
】レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
ト
・
パ
ー
マ

ス
タ
イ
ル『
Ｔ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
』 

（
人
間
モ
デ
ル
）　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
よ
く
見

て
カ
ッ
ト
を
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。

（
マ
ネ
キ
ン
）　
い
い
雰
囲
気
で
し
た
。

カ
ッ
ト
を
正
確
に
す
る
と
も
っ
と
よ
く
な

り
ま
す
。

【
第
四
部
門
】マ
ス
タ
ー 

ス
タ
イ
リ
ス
ト 

ア
ワ
ー
ド

　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
躍
動
感
の
あ
る
作
品

で
し
た
。

【
第
五
部
門
】ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ッ
ク
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ヘ
ア（
全
国
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
）

　
艶
も
出
て
い
て
、と
て
も
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
い
い
仕
上
が
り
で
し
た
。　

【
第
六
部
門
】ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ー
ス
カ
ッ
ト   

　
前
か
ら
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
よ
く
出
来
て

い
た
。サ
イ
ド
か
ら
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
気

を
配
れ
ば
全
体
的
に
も
っ
と
よ
く
な
る
と

思
い
ま
す
。 

【
第
七
部
門
】ミ
デ
ィ
ア
ム
カ
ッ
ト

　
良
く
カ
ッ
ト
で
き
て
い
ま
し
た
。仕
上
げ

も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。ぼ
か
し
が
き
ち

ん
と
出
来
て
接
合
部
か
ら
上
の
さ
ば
き
が

出
来
て
い
れ
ば
も
っ
と
綺
麗
に
な
り
ま
す
。

【
第
八
部
門
】ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
　

　
完
成
度
が
高
い
作
品
で
し
た
。四
国
大

会
で
も
優
勝
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。　

【
世
界
大
会
種
目
】

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
ス
タ
イ
ル

　
大
変
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。も
う

少
し
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
細
か
い
所
ま
で

気
を
使
っ
て
い
け
れ
ば
も
っ
と
い
い
作
品

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト

　
正
に
、理
容
師
と
し
て
の
技
術
の
集
結

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
作
品
。

ロ
ー
ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト

　
ロ
ー
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト
と
同
じ
だ
が

ス
キ
ン
部
分
が
あ
る
た
め
に
、さ
ら
に
上

の
カ
ッ
ト
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
。現
在

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
ス
タ
イ
ル
の
一
つ

で
は
あ
る
が
ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド
は
こ
れ
か

ら
の
文
化
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

ス
タ
イ
ル
。そ
ん
な
未
来
が
感
じ
ら
れ
た

作
品
で
し
た
。感
動
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
カ
ッ
ト
＆
ス
タ
イ
ル（
ヘ
ア
ピ
ー
ス
）

　
ヘ
ア
ピ
ー
ス
と
は
と
て
も
思
え
な
い
仕

上
が
り
で
細
部
の
作
り
込
み
も
素
晴
ら
し

く
マ
ネ
キ
ン
と
の
調
和
も
ベ
ス
ト
で
サ
ロ

ン
で
あ
れ
ば
お
客
様
も
笑
顔
に
な
り
心
が

躍
る
こ
と
間
違
い
な
い
出
来
で
す
。

　
今
回
、初
の
種
目
と
あ
っ
て
ど
の
様
な

作
品
が
出
来
る
か
楽
し
み
で
し
た
。ヘ
ア

ピ
ー
ス
の
可
能
性
を
拡
げ
る
素
晴
ら
し
い

作
品
で
し
た
。

　
競
技
終
了
後
の
マ
ネ
キ
ン
の
向
き
を
指

示
通
り
に
出
来
て
い
な
い
作
品
が
見
ら
れ

ま
し
た
。今
回
は
係
員
が
正
し
い
向
き
に

修
正
し
ま
し
た
が
今
後
は
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。他
に
は
特
筆
し
た
減
点
事
項
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。要
項
を
よ
く
守
っ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

審
査
講
評

監
視
講
評

大学生最後の春休みの一コマ

待ち合わせ -rendezvous-

after five
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◆
西
讃
協
議
会
総
会
開
く

　　
令
和
元
年
五
月
二
十
七
日
㈪
午

後
五
時
三
十
分
よ
り
観
音
寺
市
内

の
魚
繁
に
お
い
て
西
讃
協
議
会
総

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
県
組
合
商
社
の

富
士
産
業
と
丸
菱
産
業
か
ら
商
品

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
は
合
田
知
弘
三
中
支
部
長

の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。ま
ず
、

武
田
幸
重
協
議
会
長
の
挨
拶
、続

い
て
佐
藤
功
理
事
長
が
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
協
議
会
長
が
議

長
と
な
り
平
成
三
十
年
度
の
事
業

報
告
、収
支
決
算
報
告
並
び
に
監

査
報
告
が
あ
り
続
い
て
令
和
元
年

度
の
事
業
計
画
、予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
組
合
員
の
減
少
に
伴
い

各
種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
と
武
田
協
議
会
長
か
ら
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、懇
親
会
は
楽
し
く
話
が

弾
み
ま
し
た
。懇
親
会
の
間
、サ
ン

マ
ッ
サ
ー
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
に
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま

か
ら
飯
山
町
の
飯
峰
亭
で
開
催
さ

れ
た
。ご
多
忙
の
中
、早
々
と
列
席

下
さ
れ
た
佐
藤
理
事
長
の
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
挨
拶
を
皮
切
り
に
大

林
隆
文
支
部
長
か
ら
、日
頃
の
ご

協
力
に
感
謝
、こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
と
の
挨
拶
の
後
、事
業
報
告
、会

計
報
告
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、津
村

憲
一
氏
が
会
計
監
査
の
結
果
、適

正
だ
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。続
い

て
懇
親
会
へ
と
移
り
、坂
出・
尾
早

圭
司
氏
、綾
北
・
松
本
和
久
氏
、綾

南
・
坂
井
志
郎
氏
皆
様
の
お
祝
い

を
い
た
だ
き
、和
気
あ
い
あ
い
と
語

り
合
い
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
、素
敵
な
総
会
は
終
了
し
た
。

（
飯
山
支
部
広
報
部
長
　
平
尾
み
ち
子
）

◆
仏
生
山
支
部
総
会
開
く

　
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日

㈪
午
前
十
一
時
よ
り
観
翠
に
於
い

て
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
崎
鎮
永
支
部
長
か
ら
三
十
年
度

事
業
報
告
が
あ
り「
県
事
業
と
連

携
し
情
報
交
換
し
て
頂
き
運
営
し

て
参
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
財
政

苦
し
い
状
況
は
続
い
て
お
り
ま
す

が
皆
様
の
協
力
の
お
陰
で
健
全
化

さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も

◆
髙
松
支
部
総
会
開
催

　
平
成
三
十
一
年
四
月
八
日
㈪
午

前
十
時
よ
り
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
に
於
い
て
、髙
松
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
神
谷
彰
副
支

部
長
の
司
会
で
進
行
さ
れ
、初
瀬

名
央
副
支
部
長
の
開
会
の
辞
で
開

会
し
、山
本
恵
三
支
部
長
の
挨
拶
、

表
彰
、来
賓
祝
辞
、議
長
選
出
、各

部
長
に
よ
る
事
業
報
告
、監
査
報

告
、決
算
報
告
、予
算
案
審
議
、提

出
議
案
と
進
行
し
、初
瀬
名
央
副

支
部
長
の
閉
会
の
辞
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
懇
親
会
に
移
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
歓
談
を
楽
し

み
ま
し
た
。役
員
の
皆
様
、朝
早
く

か
ら
お
疲
れ
様
で
し
た
。

 

（
県
広
報
　
横
山
　
実
雄
）

◆
飯
山
支
部
総
会
開
催

　
平
成
三
十
一
年
度
飯
山
支
部
総

会
が
三
月
十
一
日
㈪
午
前
十
一
時

し
た
。
日
頃
の
疲
れ
も
取
れ
て
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
県
広
報
　
森
　
昭
人
）

◆
西
讃
協
議
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
令
和
元
年
五
月
二
十
七
日
㈪
琴

平
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
前
日
ま
で
、五
月
と
い
う
の
に
連

日
晴
天
の
真
夏
日
が
続
い
て
い
ま

し
た
。そ
し
て
当
日
、朝
は
快
晴
で

し
た
が
温
度
も
少
し
下
が
り
過
ご

し
や
す
い
気
温
で
し
た
。ス
タ
ー
ト

は
九
時
三
十
分
。
次
第
に
温
度
が

上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
お
天
気
で

し
た
の
で
各
自
熱
中
症
に
は
十
分

注
意
し
て
水
分
補
給
し
な
が
ら
の

プ
レ
ー
で
し
た
。

　
ド
ラ
コ
ン
、ニ
ア
ピ
ン
の
コ
ー
ス

で
は
一
段
と
力
が
入
り
、珍
プ
レ
ー

好
プ
レ
ー
続
出
で
大
変
に
ぎ
や
か

で
し
た
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。な

お
成
績
は
先
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
　
勝
　
　
　
西
　
　
勉

準
優
勝
　
　
　
植
村
　
浩
明

三
　
位
　
　
　
高
橋
　
武
夫

（
県
広
報
　
森
　
昭
人
）

佐藤理事長の話を聞く西讃の皆さん

スタート前の記念写真

観翆玄関前で記念写真

山本支部長の挨拶と初瀬副支部長

協
議
会
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り
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よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」と
挨

拶
。
続
い
て
佐
藤
功
理
事
長
よ
り

全
理
連
、県
組
合
の
懸
案
諸
事
業

に
つ
い
て
の
総
会
ご
挨
拶
が
北
地

一
行
副
理
事
長
よ
り
代
読
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
木
享
顧
問
よ
り
県
政
の
動
き

等
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。つ
づ
い
て
、各
部
長
報

告
、収
支
決
算
報
告
、監
査
報
告
が

あ
り
、賛
成
多
数
を
以
て
原
案
通

り
可
決
。
一
般
協
議
に
入
り
津
田

の
松
原
ク
リ
ー
ン
作
戦
。
衛
生
講

習
会
、健
康
診
断
参
加
依
頼
等
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
原
輝
一
常
任
相
談
役
の
閉
会

の
辞
に
て
和
気
あ
い
あ
い
の
懇
親

会
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

（
仏
生
山
支
部
広
報
　
藤
沢
弘
順
）

◆
平
井
支
部
通
常
総
会	

　
平
井
支
部
通
常
総
会
が
平
成

三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
午
後
五

時
よ
り
十
河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。県

理
事
長
佐
藤
功
氏
よ
り
支
部
総
会

開
催
に
あ
た
り
、挨
拶
文
を
県
専

務
理
事
野
村
勝
氏
に
託
さ
れ
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
支
部
員
数
三
十
一
名
中
、参
加

者
十
六
名
、委
任
状
十
五
名
で
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
減
少
や
後
継
者
不
足

な
ど
多
用
な
諸
問
題
は
理
事
長
挨

拶
文
か
ら
も
指
摘
さ
れ
、野
村
氏

か
ら
も
理
政
中
の
役
割
も
説
明
頂

き
ま
し
た
。

　
各
事
業
報
告
、収
支
決
算
、収
支

予
算
案
、監
査
の
報
告
が
あ
り
、議

案
審
議
は
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
支
部
内
新
規
事
業
と
し
て
、休

日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
製
作
及
び
事
業

部
の
新
規
提
案
等
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、座
談
会
形
式
で
年
末
年
始

営
業
や
消
費
税
対
策
な
ど
意
見
交

換
し
て
総
会
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

閉
会
後
、近
く
の
焼

肉
店
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

以
上
が
平
井
支
部
総
会
報
告

で
す
。

 

（
平
井
広
報
　
高
橋
政
俊
）

◆
香
北
総
会
牡
蠣
ざ
ん
ま
い

　
花
冷
え
の
平
成
三
十
一
年
四
月

一
日
㈪
香
北
支
部
恒
例
総
会
を
兼

ね
た
日
帰
り
小
旅
行
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　
今
年
は
安
芸
の
宮
島
。
朝
七
時

に
支
部
長
の
車
に
乗
り
込
み
、一
路

広
島
に
向
か
っ
て
出
発
。
ま
ず
は
、

呉
市
の
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
戦

艦
大
和
の
一
生
を
見
学
。
そ
こ
か

ら
、ラ
ジ
オ
で
新
年
号
発
表
を
聞

き
、令
の
字
に
金
へ
ん
を
付
け
た
ら

鈴
和
だ
な
ぁ
、と
言
い
な
が
ら
急
い

で
宮
島
へ
。宮
島
で
は
、牡
蠣
三
昧

の
昼
食
を
と
り
、厳
島
神
社
に
お
参

り
。
真
冬
の
よ
う
な
肌
寒
さ
で
し

た
が
、桜
も
見
頃
で
多
く
の
観
光
客

で
一
杯
で
し
た
。も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ

う
を
お
土
産
に
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
総
会
議
案
は
道
中
真
剣
に
審
議

い
た
し
ま
し
た
の
で
、ご
安
心
く
だ

さ
い
。 （
香
北
支
部
　
小
松
芳
浩
）

◆
綾
北
支
部
総
会
開
く

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
㈪

午
前
十
時
よ
り「
ふ
じ
の
や
」に
お

い
て
綾
北
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
議
長
の
西
原
正
博
氏
の
進
行
で

松
本
和
久
支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
、収

支
決
算
報
告
、事
業
計
画
案 

、監

査
報
告
が
あ
り
、滞
り
な
く
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
御
囲
善
章
副
理
事
長

の
代
読
で
佐
藤
功
理
事
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、来
賓
の
方
々
の
祝

辞
を
い
た
だ
き
、佐
竹
相
談
役
の
乾

杯
の
音
頭
後
、和
や
か
な
歓
談
を

楽
し
み
ま
し
た
。

（
綾
北
支
部
広
報
部
長 

藤
井
小
百
合
）

野村専務理事を囲んで記念写真

潮の引いた大鳥居

和やかな懇親会
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全
理
連
機
関
誌
の「
理
容
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｓ
」の
文
芸
欄
、柳
壇
で
十
一
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
佐
藤
理
事
長
の
一
句
が
年
間

最
優
秀
に
当
た
る
年
間
天
位
を
獲
得
さ

れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
理
容
香
川
は
こ
れ
か
ら
も
文
芸
欄
を
充

実
し
て
い
き
ま
す
。皆
様
の
ご
投
稿
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
老
化
は
足
か
ら
始
ま
り
ま
す
。私
た
ち

は
立
ち
仕
事
な
の
で
足
腰
を
鍛
え
て
、い

つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
お
仕
事
が
出

来
る
よ
う
に
普
段
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
！
ま
ず
は
一
日
に
十
回
三
セ
ッ
ト
を
目

標
に
頑
張
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

息
を
吸
い
な
が
ら
腰
を
落
と
し
、吐
き
な

が
ら
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
！
最
初
は
椅

子
な
ど
に
つ
か
ま
っ
て
ス
ク
ワ
ッ
ト
し
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。ゆ
っ
く
り
行
う
と
よ

り
効
果
的
で
す
。

（
地
域
活
性
化
委
員
会
　
坂
井
志
郎
）

琴
平
の
紅
梅
亭
で
ラ
ン
チ
す
る

　
　
　
　
　
　思
い
出
一
杯
の
三
人
会

三
人
会
春
夏
秋
冬
催
す
と

　
　
　
　
　口
々
に
言
い
大
盛
り
上
が
り

文
学
を
こ
よ
な
く
愛
す
敏
子
さ
ん

　
　
　
　
　琴
平
を
以
呂
波
歌
で
伝
え
る

日
が
暮
れ
て
満
月
登
る
天
仰
ぐ

　
　
　
　
　行
く
平
成
に
別
れ
告
げ
つ
つ

　
平
成
六
年
か
ら
九
年
ま
で
理
容
香
川

に
携
わ
っ
た
琴
平
支
部
の
白
鳥
朋
彦
先

生
と
片
岡
敏
子
編
集
長
と
の
三
人
会
で

す
。 

飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子

佐
藤
理
事
長
が「
理
容
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」柳
壇
年
間
天
位
獲
得
！

簡
単
ス
ク
ワ
ッ
ト

題
詠「
ラ
イ
セ
ン
ス
」

此
の
技
を
孫
に
教
え
た
ラ
イ
セ
ン
ス

術
に
終
わ
り
な
し
、私
も
努
力
し
な
け
れ

ば
と
思
う
次
第
で
す
。

　
こ
の
四
月
か
ら「
働
き
方
改
革
」関
連

法
案
が
施
行（
中
小
企
業
は
来
年
度
か
ら
）

さ
れ
ま
し
た
。技
術
習
得
の
た
め
の
練
習

時
間
が
労
働
か
否
か
は
、意
見
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。雇
用
す
る
側

に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え

る
訳
で
す
が
、自
己
研
鑽
が
必
要
な
業
種

の
理
容
業
に
と
っ
て
、こ
れ
か
ら
新
規
就

労
者
を
増
や
す
に
は
、生
産
性
の
向
上
や

教
育
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
、し
い
て
は
、労

働
環
境
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

技
術
の
継
承
を
図
り
な
が
ら
、多
く
の
若

者
が
就
業
し
て
く
れ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
業
界
に
す
る
た
め
に
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考
え
な
が
ら
、締

め
切
り
当
日
の
午
前
一
時
に
こ
の
編
集
後

記
を
執
筆
中
の
私
は
、た
だ
の
不
精
者
で

す
。

（
県
広
報
　
小
松
芳
浩
）

　
令
和
最
初
の
理
容
香
川
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
？
ま
さ
か
こ
ん
な
節
目
の
編

集
に
関
わ
れ
る
事
に
な
ろ
う
と
は
、大
変

名
誉
な
こ
と
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
最
初
の
競
技
大
会
も
終
わ
り
、選

手
の
皆
様
の
努
力
に
は
頭
の
下
が
る
思
い

で
す
。見
事
な
作
品
を
作
る
た
め
に
日
々

遅
く
ま
で
練
習
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
は
世
界
大
会
種
目
も
加
わ
り
、長
い

道
の
り
で
す
が
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。技

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
十
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
八
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

短
　
歌
文

芸

欄

含
め
て
の
病
気
や
ケ
ガ
ま
で
手
厚
く
保
障

し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
全
理
連
共
済
の
お
か
げ
で
い
つ
ま
で

も
元
気
に
安
心
し
て
仕
事
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
四
月
か
ら
は
共
済
加
入
促
進
運
動
が
、

ま
た
七
月
か
ら
は
県
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
始
ま
り
ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
加
入

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
お
店
を
出
し
た
ば
か
り
の
方
や
ま
だ
ま

だ
大
丈
夫
と
お
思
い
の
あ
な
た
に
こ
そ
全

理
連
共
済
で
一
生
涯
の
安
心
を
お
勧
め
し

ま
す
。 

（
香
北
支
部
　
小
松
芳
浩
）

×

×

×

○

○

○

歩幅は肩幅より少し広めで内股にならない

膝は足先より前に出ないように下におろす

背筋は猫背にならないように胸を張っておろす

　
私
も
今
年
で
五
十
二
歳
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
仕
事
に
就
い
て
早
三
十
数
年
。

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。こ
の
先
い
つ
ま

で
仕
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
。も
し
も
私
が

倒
れ
た
り
し
た
ら
お
店
は
？
も
し
や
家
庭

崩
壊
？
仕
事
を
辞
め
た
後
の
生
活
は
？
こ

の
年
に
な
る
と
悩
み
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
不
安
を
解
消
し
て
く
れ
る
の
が

全
理
連
の
共
済
。自
然
災
害
か
ら
家
族
を

 

編
集
後
記

ま
さ
か
の
た
め
に
！

全
理
連
五
共
済
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